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一
、
問
題
の
所
在

　
「
禪
宗
」
の
日
本
へ
の
傳
播
と
そ
の
後
の
展
開
は
、
多
數
の
硏
究
者

の
註
目
を
集
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
多
く
の
先
行
硏
究
は
そ
の
展
開

の
過
程
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
宗
派
內
で
の
自
己
完
結
し
た
禪
宗
像

を
前
提
と
し
、
宗
學
的
な
視
點
か
ら
禪
宗
史
を
理
解
す
る
試
み
と
言
え

る
。
し
か
し
、
最
近
の
日
本
佛
敎
史
に
お
い
て
常
に
課
題
と
さ
れ
て
き

た
の
は
、
そ
の
宗
派
史
的
な
方
法
を
如
何
に
克
服
す
る
か
と
い
う
問
題

で
あ
る
。

　

そ
の
批
判
的
・
修
正
主
義
的
な
問
題
意
識
に
基
づ
く
硏
究
成
果
の
一

例
を
あ
げ
れ
ば
、
船
岡
誠
氏
の
『
日
本
禪
宗
の
成
立
』
が
あ
る
。
宗
門

意
識
の
影
響
下
で
行
う
禪
宗
史
の
硏
究
は
、
多
く
の
場
合
、
鎌
倉
時
代

に
お
け
る
禪
宗
の
形
成
、
さ
ら
に
禪
宗
の
中
國
に
あ
る
源
流
を
强
調
す

る
。
そ
の
よ
う
な
視
點
に
對
し
て
、
船
岡
氏
の
硏
究
は
日
本
佛
敎
內
に

お
け
る
宗
派
化
と
い
う
槪
念
を
も
っ
て
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
「
禪
師
」

の
活
動
を
禪
宗
の
先
例
と
解
釋
し
、「
禪
」
を
宗
派
を
超
過
す
る
も
の

と
し
て
捉
え
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
禪
宗
」
の
傳
播
を
そ
の
文
脉
の

中
で
意
義
付
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
船
岡
氏
に

よ
る
「
禪
」
の
理
解
は
、
單
な
る
中
國
か
ら
傳
え
ら
れ
た
宗
派
と
言
う

よ
り
も
、
む
し
ろ
日
本
佛
敎
の
本
質
的
な
「
現
𧰼
」
で
あ
る
と
す
る
提

言
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
船
岡
氏
の
硏
究
も
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
日

本
佛
敎
に
あ
る
「
禪
」
と
い
う
槪
念
の
、「
禪
宗
」
形
成
へ
の
影
響
を

考
究
し
た
の
で
は
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
の
「
禪
宗
」
に
關
し
て
は
、「
禪

宗
」
の
他
宗
と
の
交
流
、
ま
た
は
他
宗
か
ら
の
「
禪
宗
」
へ
の
影
響
と

　
　
　
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
禪
宗
觀

　
　
　
　
　

―

別
敎
と
⺇
根
論
に
つ
い
て
の
理
解
を
め
ぐ
っ
てス

テ
フ
ァ
ン
・
リ
チ
ャ
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い
う
視
點
が
缺
如
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

船
岡
氏
の
硏
究
に
は
、
黑
田
俊
雄
氏
の
顯
密
體
制
論
の
影
響
が
見
ら

れ
る
こ
と
は
、
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
週
知
の
こ
と
と
し

て
、
黑
田
氏
の
見
解
は
、
日
蓮
宗
・
淨
土
宗
・
淨
土
眞
宗
な
ど
の
鎌
倉

新
佛
敎
の
宗
派
が
、
南
都
佛
敎
の
樣
々
な
宗
派
や
天
台
宗
、
眞
言
宗
な

ど
に
支
配
さ
れ
た
顯
密
制
度
の
中
で
、
變
革
派
、
ま
た
は
異
端
派
と
し

て
形
成
さ
れ
て
き
た
、と
い
う
こ
と
に
重
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、

日
蓮
宗
・
淨
土
宗
・
淨
土
眞
宗
の
歷
史
と
思
想
に
關
す
る
硏
究
に
お
い

て
、
黑
田
氏
の
學
說
が
大
き
な
影
響
を
乁
ぼ
し
、
新
た
な
問
題
意
識
を

促
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
實
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
對
し
て
「
禪

宗
」
に
關
す
る
硏
究
で
は
、
顯
密
體
制
論
の
影
響
と
い
う
も
の
が
、
本

質
に
お
い
て
大
き
な
變
化
を
も
た
ら
し
た
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
理
由

は
、先
述
の
禪
宗
史
硏
究
に
お
け
る
宗
派
意
識
に
歸
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
今
で
も
不
明
な
點
が
多
い
禪
宗
史
上
で
の
他
宗

と
の
相
互
交
涉
、
特
に
天
台
宗
と
「
禪
宗
」
と
の
交
流
に
着
目
し
、
考

察
を
行
い
た
い
。
し
か
し
、
硏
究
の
現
狀
と
し
て
、
日
本
天
台
宗
に
お

け
る
「
禪
宗
」
の
受
容
、
ま
た
は
禪
宗
觀
と
そ
の
敎
學
的
な
背
景
は
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
狀
況
の
中
で
、

『
溪
嵐
拾
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
靜
明
法
印
（
一
二
八
六
年
沒
）
の
言
說
と

さ
れ
た
「
禪
宗
」
へ
の
批
判
は
、
問
題
解
決
の
絲
口
と
な
る
。
本
論
に

入
る
前
に
、
靜
明
の
思
想
に
つ
い
て
、
豫
備
知
識
と
し
て
確
認
し
て
お

き
た
い
事
柄
は
、
靜
明
は
天
台
宗
に
お
い
て
得
度
し
、
圓
爾
（
一
二
〇
二

年
〜
一
二
八
〇
年
）
に
就
い
て
「
禪
」
を
學
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

靜
明
の
思
想
と
し
て
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』
や
そ
れ
以
外
の
著
作
に
お
い

て
、
圓
爾
の
禪
思
想
を
批
判
的
に
解
釋
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
、

靜
明
の
禪
宗
を
批
判
的
に
見
る
思
想
は
、
虎
關
師
鍊
（
一
二
七
八
年
〜

一
三
四
七
年
）
の
禪
宗
觀
へ
と
踏
襲
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、靜
明
の
思
想
は
、

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
天
台
宗
か
ら
禪
宗
へ
の
影
響
を
示
す
好
例
と
な
る

の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
以
下
で
は
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
禪
宗
觀
と
い
う

も
の
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
第
一
に
、
靜
明
と
圓
爾
と
の
關
係
を
再

檢
討
し
、
次
に
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
に
お
け
る
禪
の
解
釋
を
勘
案
す
る
。

最
後
に
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
と
そ
の
他
の
資
料
と
の
關
係
に
つ
い
て
考
察

し
た
い
。

　
　
　

二
、
靜
明
と
圓
爾

　

先
に
少
し
く
言
乁
し
た
よ
う
に
、
靜
明
は
圓
爾
を
師
と
し
、
禪
を
學

ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
虎
關
師
鍊
の
撰
述
で
あ
る
『
元
亨
釋
書
』
は

そ
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。
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叡
山
靜
明
、
聞
三［
圓
］爾
善
二
臺
敎
一、
諮
二
四
種
三
昧
一、

探
二
別

傳
之
旨
一。
爾
之
剖
析
、
皆［
靜
］明
之
所
レ
未
レ
聞
也
。
明
、
聳
聽
。

爾
曰
、
子
、
未
レ
精
二
敎
觀
一。
況
我
佛
祖
單
傳
之
正
宗
、
豈
義
學
之

所
二
跂
乁
一
哉
。
明
、
伏
膺
甚
。
自
レ
此
來
徃
無
レ
閒
。
他
時
、
至
レ

論
二
相
絶
二
待
一。
爾
示
以
二
宗
門
關
捩
一。
明
、
疑
情
頓
釋
。
起
而
作

禮
垂
レ
淚
曰
、
若
不
三
來
見
二
和
尙
一、
安
得
レ
窺
二
佛
祖
玄
樞
一。
從
レ

今
世
世
、
願
不
レ
失
二
針
芥

（
１
）一。

　

こ
れ
は
、
靜
明
が
圓
爾
に
「
禪
」
の
敎
え
を
求
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て

靜
明
の
疑
問
が
解
決
さ
れ
た
、
と
い
う
記
載
で
あ
る
。
他
の
靜
明
に
關

す
る
傳
記
で
も
、
書
か
れ
て
い
る
內
容
は
大
同
小
異
で
あ
る
が
、
し
か

し
、
問
題
の
所
在
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
が
す
べ
て
圓
爾
の
系
統
の
人
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
ゆ
え
に
、
天
台
系
の
資
料
に
目
を
向

け
れ
ば
、
圓
爾
の
評
價
は
全
く
異
な
り
、
圓
爾
を
批
判
的
に
評
價
す
る

靜
明
の
よ
う
な
立
場
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る

（
２
）。

　

圓
爾
に
批
判
的
な
評
價
の
一
例
と
し
て
、
右
の
引
用
文
に
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
靜
明
は
禪
の
み
な
ら
ず
、
天
台
宗
の
敎
學
を
も
圓
爾
と
論

じ
た
こ
と
が
擧
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
靜
明
の
口
傳
集
で
あ
る
『
冂
十
一

口
決
』
に
は
、
靜
明
が
圓
爾
に
天
台
學
に
つ
い
て
解
說
す
る
問
答
が
あ

る
。

一十
六　

法
性
眞
如
一
理

ニ
有

ル
カ

二
差
別
無
差
別
一
歟

ノ
事

問
。圣
一
房［
圓
爾
］ノ
義

ニ
ハ

、天
台
宗

ノ
意

ハ
眞
如
性

ハ
無
二
自
性
一
也
。

以
二
無
自
性
一
爲
レ
體
。
自
性

ノ
差
別

ノ
方

ハ
用
也
。
本
不
生

ノ
處

ニ
唯
一

無
性
也
。
此

ニ
ハ

萬
法
性
不
レ
可
レ
有
。
法
起

ル
ト

云
ハ

、
其

レ
ハ

用
也

ト

申
此
義
如
何［
。］

［
靜
明
］示
云
、
是

ハ
天
台
宗

ニ
ハ

惠
心
檀
那

ノ
義
也
。
上
古
大
原
少

將
入
衟
八
講
、
都
卒
僧
都
覺
超

ト
靜
慮
院
僧
都
遍
救

ト
被
二
相
論
一

事
也
。
靜
慮
院

ハ
三
諦

ハ
實

ニ
ハ

一
體
也

ト
被
レ
申
。
都
卒

ハ
三
諦

ハ
九

諦
也

ト
被
レ
申
。靜
慮
院
御
房
以

ノ
外

ニ
妄
念

ノ
用

ヲ
シ
ラ
レ
ケ
リ

云
云
。

是
ハ

三
諦
醉
人

ノ
見
也
。
實

ニ
ハ

一
體
也

ト
立
レ
義
、檀
那

ハ
被
レ
執
也
。

醉
人

ノ
見

ト
者
、
轉
日
・
不
轉
日
也
。
實

ニ
ハ

日
ハ

二
ツ

無
キ
ヲ

。
轉
日
・

不
轉
日

ヲ
見

レ
ハ

醉
人

ノ
見
也
。
爲

ニ
ハ

二
不
醉
人
一
一

ツ
不
轉
日
也
。

當
流

ニ
ハ

法
體
不
生
義

ニ
萬
法
宛
然

ト
シ
テ

談
二
本
有
常
住

ト
一
也
。
彼

圣
一
房

ハ
檀
那
流

ノ
義

ニ
同

ル
歟

（
３
）。

　

こ
こ
で
靜
明
は
、
圓
爾
の
眞
如
說
を
批
判
的
に
評
價
し
、
檀
那
流
の

敎
義
と
結
び
付
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、圓
爾
は
、眞
如
を
「
體
」
と
「
用
」

に
分
け
、
眞
如
の
「
體
」
を
無
自
性
・
無
差
別
と
し
、「
用
」
を
自
性
・

差
別
と
す
る
、
と
說
明
さ
れ
る
。
そ
の
眞
如
說
を
批
判
し
て
、
靜
明
は
、
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圓
爾
の
敎
學
が
三
諦
を
一
體
と
す
る
檀
那
流
と
同
樣
で
あ
り
、
靜
明
自

身
の
三
諦
を
九
諦
と
す
る
惠
心
流
に
は
乁
ば
な
い
と
說
示
し
た
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
註
目
す
べ
き
は
、「
轉
日
・
不
轉
日
を
見
る
醉
人
」
と
い

う
比
喩
で
あ
る
。
こ
の
比
喩
は
、
中
國
天
台
宗
の
開
祖
と
仰
が
れ
る
智

顗
（
五
三
八
年
〜
五
九
七
年
）
の
『
四
敎
義
』
や
『
維
摩
經
玄
疏
』
に
も

見
出
さ
れ
る
。關
係
す
る
文
章
が
兩
文
獻
に
お
い
て
大
同
小
異
で
あ
り
、

以
下
で
は
『
四
敎
義
』
か
ら
の
文
章
を
用
い
て
確
認
し
た
い
。

第
四
、
明
二
一
諦
之
理
一
辨
二
所
詮
一
者
、
亦
爲
二
三
意
一。
一
者
、
正

明
二
所
詮
之
理
一。
二
、
明
二
能
詮
之
敎
一。
三
、
約
二
經
論
一。
一
、
明
二

所
詮
之
理
一
者
、
卽
是
一
諦
之
理
也
。
何
等
名
爲
二
一
諦
一。
諦
名
二

審
實
一。
審
實
之
法
卽
是
不
二
。
豈
有
三
三
諦
二
諦
、
皆
名
二
審
實
一。

今
明
二
眞
俗
一
說
爲
レ
諦
者
、
但
是
方
便
、
實
非
レ
諦
也
。
故
涅
槃

經
云
、
所
レ
言
二
諦
者
、
其
實
是
一
。
且
如
來
方
便
爲
化
衆
生
。

故
說
爲
レ
二
。
譬
如
二
日
月
不
轉
醉
人
見
一レ
轉
。
當
知
、
唯
有
二
不
轉

之
日
一。
不
醉
之
人
同
見
。
豈
別
有
二
廻
轉
之
日
一。
若
實
有
二
轉
日
一
者
、

不
醉
之
人
亦
應
二
竝
見
一
也
。
一
諦
如
二
眞
日
一。
二
諦
如
二
轉
日
一。

眞
日
審
實
可
レ
名
二
一
諦
一。
轉
日
不
實
何
有
二
二
諦
一。
方
便
說
レ
二
。

實
義
不
成
故
非
レ
諦
也
。
今
此
以
二
一
實
諦
一
爲
二
所
詮
之
理
一
也
。

二
、明
二
能
詮
之
敎
一
者
。
若
三
藏
敎
通
敎
、正
是
煩
惱
惡
酒
未
レ
吐
。

唯
詮
二
轉
日
一
說
レ
有
二
二
諦
一。
不
レ
能
レ
詮
二
一
實
諦
一
也
。
若
別
敎
、

詮
二
一
實
諦
一、
如
二
離
轉
日
一。
圓
敎
詮
二
一
實
諦
一、
轉
日
卽
不
轉
日

也（
４
）。

　

こ
こ
で
智
顗
は
、
一
諦
と
い
う
槪
念
を
明
ら
か
に
し
、
二
諦
を
方
便

說
と
し
て
、「
轉
日
・
不
轉
日
を
見
る
醉
人
」
と
い
う
比
喩
を
紹
介
す
る
。

そ
し
て
、
諦
を
示
す
敎
を
あ
げ
る
に
あ
た
り
、
そ
の
比
喩
を
化
法
の
四

敎
と
合
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
三
藏
敎
と
通
敎
と
は
「
轉
日
の

み
を
見
る
」、
言
い
換
え
れ
ば
、
一
諦
の
原
理
を
了
解
し
な
い
の
で
、

二
諦
を
唱
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、
別
敎
も
圓
敎
も
「
不

轉
日
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
一
諦
を
認
め
る
。
し
か
し
、
別
敎
に
お
い

て
、
智
顗
は
「
不
轉
日
・
一
諦
」
を
「
轉
日
・
二
諦
」
か
ら
離
れ
た
も

の
と
し
て
捉
え
る
た
め
、「
不
轉
日
卽
轉
日
」・「
一
諦
卽
三
諦
」
と
す

る
圓
敎
に
は
乁
ば
な
い
も
の
と
解
釋
し
た
の
で
あ
る
。

　

化
法
の
四
敎
と
、醉
人
を
用
い
た
比
喩
と
の
關
係
を
念
頭
に
置
い
て
、

靜
明
の
檀
那
流
と
圓
爾
と
の
批
判
へ
戾
り
た
い
。
靜
明
は
三
諦
を
一
體

と
し
、
眞
如
の
體
と
用
と
を
區
別
す
る
遍
救
（
九
六
二
年
〜
一
○
三
○
年
）

を
「
三
諦
に
醉
う
人
」
と
し
て
低
く
評
價
し
、
更
に
そ
の
大
醉
者
の
特

性
を
「
轉
日
・
不
轉
日
」
を
見
る
者
と
す
る
。
ま
た
、靜
明
の
批
判
を
『
四

敎
義
』
の
「
醉
人
」
の
比
喩
と
、
化
法
の
四
敎
と
の
關
係
か
ら
考
察
す
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れ
ば
、
そ
の
批
判
內
容
は
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。
つ
ま
り
、
遍
救
の
敎

學
と
さ
れ
た
檀
那
流
義
が
別
敎
と
し
て
批
難
さ
れ
、
さ
ら
に
、
圓
爾
の

眞
如
無
自
性
說
が
靜
明
に
よ
っ
て
檀
那
流
の
眞
如
觀
に
結
び
付
け
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
靜
明
が
圓
爾
の
敎
學
を
も
別
敎
と
し
て
見
な
し
た
、
と

解
釋
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
禪
宗
觀
を
檢
討
す
る
前
に
、
今
ま
で

明
ら
か
に
さ
れ
た
論
點
を

單
に
纏
め
た
い
。
第
一
點
目
と
し
て
、『
元

亨
釋
書
』
の
よ
う
な
資
料
は
、
靜
明
を
圓
爾
に
隨
順
し
た
弟
子
と
描
い

て
い
る
が
、
靜
明
と
關
係
が
あ
る
天
台
系
の
資
料
、
特
に
『
冂
十
一
口

決
』
か
ら
は
、
全
く
異
な
る
事
情
が
認
め
ら
れ
、
靜
明
が
圓
爾
の
敎
學

を
批
判
し
た
こ
と
に
言
乁
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
靜
明
と
圓
爾
と
の

關
係
を
再
考
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
存
し
て
い
る
。
先
行
硏
究
で
は
、

圓
爾
の
影
響
が
惠
心
流
に
お
け
る
觀
心
說
の
形
成
に
乁
ぼ
し
た
と
い
う

學
說
が
提
唱
さ
れ
て
い
る

（
５
）。

そ
の
學
說
は
、
傳
統
的
な
『
元
亨
釋
書
』

な
ど
の
資
料
に
記
錄
さ
れ
た
靜
明
觀
に
基
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
前

に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
靜
明
が
圓
爾
の
眞
如
說
を
論
駁
し
た
こ
と

を
考
慮
す
れ
ば
、
圓
爾
の
觀
心
論
が
そ
の
ま
ま
惠
心
流
に
受
容
さ
れ
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
第
二
點
目
と
し
て
、
靜
明
の
圓
爾
へ
の

批
判
が
別
敎
と
い
う
槪
念
と
關
係
性
が
あ
っ
た
か
否
か
、
と
い
う
問
題

で
あ
る
。『
冂
十
一
口
決
』
は
、
圓
爾
の
敎
學
、
特
に
眞
如
觀
へ
の
批

判
に
限
定
し
た
も
の
で
あ
り
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
禪
宗
觀

と
同
じ
く
禪
宗
を
別
敎
と
見
な
す
。そ
こ
で
次
節
で
は
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』

で
描
寫
さ
れ
る
圓
爾
禪
に
つ
い
て
の
檢
討
に
乁
び
た
い
。

三
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
禪
宗
觀―

「
別
敎
」

に
關
し
て

　
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
は
第
九
卷
と
第
一
○
卷
に
禪
宗
に
關
わ
る
記
述
が

認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
特
に
圓
爾
の
禪
思
想
に
焦
點
を
絞
っ
て
い
き

た
い
。『
溪
嵐
拾
葉
集
』
の
圓
爾
傳
は
歷
史
上
の
圓
爾
の
行
狀
に
忠
實

で
あ
る
の
か
否
か
、
疑
問
の
餘
地
が
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と

で
あ
る
が
、
見
方
を
變
え
れ
ば
、
當
時
の
天
台
宗
に
お
け
る
禪
宗
觀
を

讀
み
解
く
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
文
獻
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、『
溪

嵐
拾
葉
集
』
第
十
卷
に
示
さ
れ
る
禪
宗
說
を
、
次
の
資
料
か
ら
見
て
い

き
た
い
。

東
圣
云
、
以
二
解
了
一
入

ル
⺇

ハ
案敎

カ

內
ノ

⺇
也
。
不

シ
テ

レ
待
二
解
了

ヲ
一

初
門

ヨ
リ

本
分

ニ
契
當

ス
ル

⺇
ハ

是
レ

宗
門

ノ
⺇
契
也
。
又
於
二
宗
門

ニ
一

宗
旨

ト
宗
風

ノ
兩
義
有
レ
之
。於
二
宗
旨

ニ
一
向
上

ノ
一
路
千
圣

モ
不
傳
。

祖
師
末未

カ

西
來
旨
也
。
諸
敎
對
辨

ノ
義
不
レ
可
レ
有
レ
之
。
宗
風

ノ
時
者
、

諸
敎

ニ
超
過

シ
佛
祖
不
傳

ス
ト

談
也
。
是
皆
向
下

ノ
法
門
也
。
所
詮
宗
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旨
ハ

向
上
、
宗
風

ハ
向
下
也

云
云

（
６
）。

　

こ
の
文
章
は
、
先
ず
、
宗
門
と
呼
ば
れ
る
禪
宗
の
特
徵
を
明
ら
か
に

し
、
次
に
禪
宗
の
中
に
宗
旨
と
宗
風
と
の
兩
義
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
禪
宗
の
特
徵
に
關
し
て
は
、
佛
法
を
理
知
的
な
「
解
了
」
に
よ

っ
て
通
じ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
禪
宗
は
「
解
了
」
を
放
棄
し
、
直
接
的

に
悟
り
に
入
る
こ
と
が
說
明
さ
れ
て
い
る
。
續
い
て
、
禪
宗
の
宗
旨
と

宗
風
に
關
し
て
は
、
宗
旨
を
「
所
詮
・
向
上
」
と
し
、
宗
風
を
「
能
詮
・

向
下
」
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
宗
旨
が
「
祖
師
未
西
來
」
の
悟
り

の
世
界
で
あ
り
、
宗
風
は
そ
の
世
界
を
指
す
禪
宗
の
「
佛
祖
不
傳
」
な

ど
の
表
現
で
あ
る
、
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
靜
明
は
、
こ
の
說
を

次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

靜
法
印
義
云
、
如
レ
此
向
上
等
云

テ
諸
敎
超
過

ナ
シ
ト

云
カ

卽
是
別
敎

ノ

法
門
也
。
此
中但

中
カ但

理
不
具
諸
敎

ノ
文
可
レ
思
レ
之
。
又
逹
摩
釋
云
、

取
意
楞
伽
經

ノ
宗
通
說
通

ノ
文

ヲ
敎
門
也
。
一
義
云
、
始
自
二
華
嚴
一

終
至
二
般
若
一。
以
上
。
楞
伽
經
接
二
別
敎
一
方
等
部
ノ
經
故
也

云
云

（
７
）。

　

靜
明
は
、
圓
爾
の
敎
學
よ
り
も
、
む
し
ろ
禪
思
想
を
別
敎
と
し
て
批

難
し
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
禪
宗
は
向
上
が

諸
敎
を
超
過
す
る
と
い
う
主
張
を
す
る
た
め
、「
理
の
み
を
尊
重
し
、

諸
敎
の
言
說
を
具
せ
ず
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
靜
明
に
よ
れ
ば
、
そ
れ

は
別
敎
の
但
中
の
理
、
つ
ま
り
三
諦
の
內
の
空
と
假
と
の
別
に
中
衟
一

理
を
立
て
る
と
い
う
こ
と
と
同
類
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

靜
明
は
、
こ
の
よ
う
な
批
判
の
た
め
の
依
經
と
し
て
『
楞
伽
經
』
を

紹
介
し
、『
楞
伽
經
』
の
「
宗
通
」
と
「
說
通
」
と
の
說
に
觸
れ
、『
楞

伽
經
』
そ
の
も
の
が
別
敎
に
連
な
る
方
等
部
の
經
典
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
靜
明
の
批
判
內
容
を
明
ら
か
に

す
る
目
的
か
ら
、續
い
て
『
楞
伽
經
』
の
原
文
を
確
認
し
た
い
と
思
う
。

　
「
宗
通
」
と
「
說
通
」
と
い
う
單
語
は
、
禪
宗
と
密
接
な
關
係
が
あ

る
求
那
跋
陀
羅
譯
の
『
楞
伽
阿
跋
多
羅
寶
經
』
の
み
に
確
認
さ
れ
、
他

の
漢
譯『
楞
伽
經
』に
は
記
錄
さ
れ
て
い
な
い
。『
楞
伽
阿
跋
多
羅
寶
經
』

第
三
卷
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

佛
吿
二
大
慧
一、
三
世
如
來
有
二
二
種
法
通
一。
謂
說
通
乁
自
宗
通
。
說

通
者
、
謂
從
二
衆
生
心
之
所
應
一、
爲
レ
說
二
種
種
衆
具
契
經
一。
是
名
二

說
通
一。
自
宗
通
者
、
謂
修
行
者
離
二
自
心
現
種
種
妄
想
一、
謂
不
レ
墮
二

一
異
倶
不
倶
品
一、
超
二
度
一
切
心
意
意
識
一、
自
覺
二
圣
境
一
離
二
因

成
見
相
一。
一
切
外
衟
・
聲
聞
・
緣
覺
墮
二
二
邊
一
者
所
レ
不
レ
能
レ
知
。

我
說
是
名
二
自
宗
通
法
一。
大
慧
。
是
名
二
自
宗
通
乁
說
通
相
一。
汝
乁
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餘
菩
薩
摩
訶
薩
應
當
二
修
學
一。
爾
時
世
尊
欲
三
重
宣
二
此
義
一、
而
說
レ

偈
言
、
我
謂
二
二
種
通
一、
宗
通
乁
言
言
、
說
者
授
二
童
蒙
一、
宗
爲
二

修
行
者

（
８
）一。

　

こ
の
文
章
を
要
約
す
れ
ば
、『
楞
伽
經
』
は
、
佛
法
に
通
じ
る
た
め

の
方
法
の
中
で
、
宗
通
と
說
通
を
區
別
し
、
宗
通
を
修
行
の
こ
と
と
し
、

說
通
を
衆
生
に
對
し
て
說
法
さ
れ
た
經
典
と
し
た
。
し
か
し
、
二
種
の

法
通
が
平
等
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
言
說
に
よ
る

說
通
が
實
踐
に
よ
る
宗
通
の
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
と
解
釋
す
べ
き

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
靜
明
に
よ
る
圓
爾
へ
の
批
判
に
立
ち
戾
り
た
い
。『
溪
嵐

拾
葉
集
』
の
圓
爾
の
說
と
さ
れ
た
禪
宗
觀
に
よ
れ
ば
、
禪
宗
と
は
諸
敎

を
超
過
す
る
こ
と
で
あ
り
、
更
に
禪
の
中
に
宗
旨
・
向
上
と
宗
風
・
向

下
と
區
別
す
る
の
で
あ
る
。
既
に
言
乁
し
た
よ
う
に
、
前
者
は
所
詮
、

つ
ま
り
悟
り
の
世
界
そ
の
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
能
詮
、
す
な
わ
ち
悟

り
の
世
界
を
示
す
表
現
で
あ
る
。

　

な
お
、
靜
明
の
批
判
と
は
、
禪
宗
が
別
敎
の
特
徵
で
あ
る
但
中
の
理

を
立
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
靜
明
は
、
宗
旨
と
宗
風
の
區

別
を
『
楞
伽
經
』
の
修
行
に
よ
る
宗
通
と
、
言
說
に
よ
る
說
通
と
の
區

別
を
借
用
し
、
そ
の
區
別
を
特
徵
と
す
る
『
楞
伽
經
』
が
別
敎
の
經
典

で
あ
る
か
ら
、
同
類
の
區
別
に
基
づ
い
た
禪
宗
も
別
敎
で
あ
る
、
と
し

た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

　

以
上
、
靜
明
が
圓
爾
の
眞
如
觀
の
み
な
ら
ず
、
圓
爾
の
禪
思
想
を
も

別
敎
と
し
て
批
難
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
次
節
で

取
り
扱
う
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
第
九
卷
に
目
を
向
け
る
と
、
靜
明
の
禪
宗

觀
が
そ
も
そ
も
單
純
で
明
快
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
浮
か
び
上

が
る
の
で
あ
る
。

四
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
禪
宗
觀―

⺇
根
論
に

關
し
て

　
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
第
九
卷
に
も
靜
明
の
も
の
と
さ
れ
る
禪
宗
批
判
が

見
ら
れ
る
が
、
批
判
の
重
點
は
異
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
第
十
卷
に

は
禪
宗
を
敎
判
と
い
う
觀
點
か
ら
別
敎
と
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
對

し
て
、
第
九
卷
に
擧
げ
ら
れ
る
課
題
の
中
で
は
、
禪
宗
の
修
行
論
が
問

題
と
な
り
、
特
に
⺇
根
論
が
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。

　

平
雅
行
氏
が
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
中
世
日
本
佛
敎
で
は
⺇
根

論
と
い
う
問
題
が
一
般
化
し
て
、
末
法
思
想
の
影
響
の
下
に
盛
ん
に
議

論
さ
れ
て
き
た
。
な
お
、
こ
の
時
代
の
天
台
宗
で
は
、
⺇
根
論
に
言
乁

す
る
代
表
的
な
文
獻
と
し
て
『
漢
光
類
聚
』
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
⺇
根

が
次
の
よ
う
に
說
明
さ
れ
て
い
る
。
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疑
云
、
⺇
・
法
、
必
相
順
也
。
何
以
二
最
上
法
一
令
レ
被
二
最
下
根
一

耶
。
最
上
敎
本
可
レ
化
二
上
根
一
也
。
如
何
。
答
。
自
レ
元
善
・
惡
、

凡
・
圣
、
所
修
行
體
、
歸
二
入
止
觀
大
海
一
何
非
二
止
觀
正
⺇
一
耶
。

最
上
敎
本
可
レ
化
二
最
下
根

（
９
）一。

　

こ
こ
で
要
と
な
る
の
は
、
最
上
法
門
で
あ
る
止
觀
は
、
上
根
か
ら
下

根
に
至
る
ま
で
平
等
に
有
效
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ

て
、『
漢
光
類
聚
』
で
の
⺇
根
論
は
、
天
台
宗
の
敎
學
的
課
題
の
み
な

ら
ず
、
天
台
宗
に
お
け
る
禪
宗
の
受
容
へ
も
密
接
な
關
係
が
あ
っ
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
。

　

な
お
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』
は
難
解
な
文
獻
で
あ
り
、
僞
傳
を
も
⺇
つ

か
含
む
た
め
、
そ
の
文
獻
に
記
さ
れ
る
靜
明
の
說
と
さ
れ
た
禪
宗
說

が
、
歷
史
上
の
靜
明
の
思
想
に
忠
實
で
あ
る
か
否
か
は
疑
わ
し
い
と
言

え
る
。
し
か
し
、『
冂
十
一
口
決
』
に
書
か
れ
る
禪
宗
說
と
比
べ
る
と
、

思
想
上
、
表
現
上
で
の
共
通
點
が
多
い
た
め
、
全
く
無
關
係
で
は
な
い

こ
と
が
忖
度
さ
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』
の
考
察
に
移
る
前
に
、
今
一
度
『
冂

十
一
口
決
』
へ
と
戾
り
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
禪
宗
觀
と
⺇
根
論
と
の
關

係
性
を
確
認
し
た
い
。『
冂
十
一
口
決
』
の
「
禪
宗
天
台
宗
ノ
事
」
で
は
、

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

天
台
宗

ハ
通

ス
二
下
根
劣
⺇

ニ
一。
宗
門［
禪
宗
］ハ
敎

タ
ル

二
最
上
利
根
⺇
一

故
ニ

敎
ヲ

ヌ
ケ
テ
敎

ナ
ル

條
ハ

勿
論
也
。
法
華

ハ
三
週

ノ
聲
聞

ト
云
。
取
二

最
下
劣

ノ
⺇

ヲ
一
敎

モ
下

タ
リ

。
而
最
上

ノ
敎

テ
有

ル
也
。
敎
二
鈍
根

ノ
⺇

ヲ
一

不
シ
テ

レ
取
二
念
惣
一
不
レ
可
レ
叶
。
取

テ
二
念
念
卽
起

ノ
心

ヲ
一
四
性
責セ

ム
ル
ニ

不
レ
可
レ
取

ル
時

キ
、
今
起

ツ
ル

念
ハ

本
有
不
生

ノ
法

ニ
テ

非
ス
ト

二
因
緣
生

ノ

法
ニ
ハ

一
知
也
。
此

ノ
念
體

ハ
本
來
不
生
也
。
故

ニ
念
念

ノ
心

ヲ
本
有
不
生

ノ

法
也

ト
知
處

ハ
等

キ
二
宗
門

ニ
一
也
。［
…
］
禪
宗

ハ
全

ク
念

ノ
沙
汰

ヲ
セ
ス

。

只
無
念

ニ
テ

法
界

ニ
指
向

テ
居

タ
ル

也
。
似
二
天
台

ノ
止

ニ
一
也
。
而

ニ
天
台

宗
ニ
ハ

無
念

テ
指
向

テ
居

タ
ル

程
ニ

落
タ
ル

レ
念

ニ
時
、
念

ニ
懸

テ
レ
目

ヲ
此

ノ
念

ヲ

推
檢

シ
テ

法
體

ニ
ヲ
シ
ナ
ヲ
ス
所

か
禪
宗

ニ
替
也
。
宗
門

ニ
ハ

念
ニ

落
タ
ル

所
ニ

全
ク

不
レ
懸
レ
目
也
。
其

レ
ヲ
ハ

天
台

ハ
從

テ
二
止
觀

ニ
一
始
終
不
二
失

念
一。
惣

シ
テ

無
キ

レ
念
時

ト
云
事

ハ
天
台

ニ
ハ

無
ト

習
也
。
無
念

ノ
位

ハ
法
性

寂
然

ノ
止
也
。
此

ノ
止

ニ
有

レ
ハ

二
寂
而
常
照

ノ
慧
一。
佛
果
無
念

ノ
位

ニ
モ

念
ハ

不
レ
失
也（

（（
（

。

　

こ
の
文
章
の
大
要
を
言
え
ば
、
靜
明
に
よ
れ
ば
、
最
上
の
法
を
下
根

ま
で
に
乁
ぼ
す
天
台
宗
に
對
し
て
、
禪
宗
は
最
上
の
⺇
根
の
み
に
對
應

す
る
も
の
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
禪
宗
は
無
念
を
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も
っ
て
法
界
を
示
す
の
み
で
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

意
味
で
は
、
天
台
宗
の
「
止
觀
」
の
中
の
「
止
」
に
類
似
す
る
。
他
方

で
天
台
宗
は
、
念
の
法
體
が
本
有
不
生
で
あ
る
と
認
め
る
が
、
同
時
に

「
念
に
落
ち
た
」
狀
態
と
な
る
觀
法
が
あ
り
、
そ
の
觀
法
に
よ
っ
て
念

を
法
體
へ
戾
し
、
無
念
に
あ
っ
て
も
「
念
が
絶
た
れ
な
い
」
と
い
う
こ

と
を
强
調
す
る
。
つ
ま
り
、
天
台
宗
で
は
、
最
上
の
法
で
あ
る
本
有
不

生
が
、
最
下
の
⺇
根
さ
え
攝
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
同

じ
く
「
禪
宗
天
台
宗
ノ
事
」
の
末
部
に
も
、
靜
明
が
そ
の
問
題
を
少
し

く
異
な
る
視
點
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

次
ニ

禪
宗

ハ
談

ス
二
本
不
生

ノ
所

ヲ
一。
故

ニ
不
レ
定
二
言
說
一
也
。
其
故

ハ

言
說
敎

フ
二
迷
情
一
意
也
。
然

レ
ハ

不
レ
起
二
迷
情
一
位

ニ
敎

ル
無
用
也
。

非
二
言
說

ヲ
立
閒
敷

ニ
一。
只
佛
與
佛

ノ
境
界

ナ
レ
ハ

敎
ニ

不
レ
入
也
。
宗

門
ハ

一
向
落
レ
念

ニ
位

ヲ
ハ

不
レ
懸
レ
目
也
。
天
台

ハ
攝

タ
ル

二
下
根

ノ
⺇

ヲ
一

故
ニ

、
迷
情

ノ
事

ヲ
法
體

へ
引
カ
ヱ
ス
。
故

ニ
事
事
常
住

ノ
法
體
不
生

ノ

所
ニ

立
テ
タ
ル

コ
ト
ニ
テ
言
說

ヲ
用

ル
也
。
不
生

ノ
故

ニ
言
說

ヲ
云
也
。

　

つ
ま
り
禪
宗
は
本
よ
り
「
本
不
生
」
の
世
界
を
極
め
る
の
で
、
相
對

的
な
言
說
を
立
て
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
靜
明
は
、
そ

の
絶
對
的
な
世
界
が
「
た
だ
佛
と
佛
と
の
境
界
」
で
あ
り
、
禪
宗
が
衆

生
を
導
く
敎
え
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
こ
と
を
强
調
す
る
。
そ
れ
に
對
し

て
、
天
台
宗
は
下
根
の
衆
生
を
救
う
た
め
に
、「
迷
情
の
事
」
を
「
法

體
へ
返
し
」、「
事
事
常
住
」
と
い
う
槪
念
に
基
づ
い
て
言
說
を
立
て
る

の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
靜
明
の
『
冂
十
一
口
決
』
の
「
禪
宗
天
台
宗
ノ
事
」
に
見

ら
れ
る
禪
宗
へ
の
批
判
を
纏
め
、
別
敎
と
す
る
敎
判
論
と
の
密
接
な
關

係
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
右
で
は
、
禪
宗
は
但
中
の
理
を
立
て
る
別

敎
の
一
種
で
あ
る
た
め
、
衆
生
の
念
と
、
佛
果
の
無
念
と
を
嚴
密
に
區

別
し
、
そ
の
閒
に
仲
介
出
來
る
方
便
・
言
說
を
立
て
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
い
う
主
張
を
確
認
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
禪
宗
は
上
根
し
か
對
應

し
な
い
こ
と
に
な
り
、「
佛
と
佛
と
の
境
界
」
の
み
を
示
す
敎
え
で
あ

る
と
見
做
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、
天
台
宗
は
念
と
無
念
と
を

圓
融
す
る
の
で
、
最
上
の
法
た
る
念
體
の
本
有
不
生
を
下
根
の
宗
上
へ

乁
ぼ
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
と
す
る
の
が
、
靜
明
の
基
本
的
見
解
で

あ
る
。

　

こ
の
基
本
說
を
考
慮
に
入
れ
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』
第
九
卷
に
記
載
さ

れ
る
靜
明
と
さ
れ
た
禪
宗
說
に
目
を
向
け
、そ
の『
冂
十
一
口
決
』の「
禪

宗
天
台
宗
ノ
事
」
と
の
異
同
を
確
認
し
た
い
。
先
ず
、
禪
宗
の
修
行
と

敎
判
的
な
類
別
と
に
關
し
て
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。
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新
仰
云
、
誠

ニ
人
心
見
性
成
佛

ト
云

ヘ
ル

巧
ナ
ル
ニ
ハ

似
ト
モ

、
用
二
公
案
一

分
犹
以
不
レ
乁
二
天
台
宗

ニ
一
也
。
其
故

ハ
用

ル
二
公
案
心
一
手
立

ハ
、
念

想
起

ル
時
、
狗
子
無
佛
性
・
庭
前

ノ
柏
樹
枝
云

テ
是

ニ
懸

テ
レ
心

ヲ
遮

ル
二

念
想

ヲ
一
也
。
遮
二
念
想

ヲ
一
手
立

ニ
用

ル
二
公
案

ヲ
一
也
。
譬

ハ
止
觀
等

ノ

爲
レ
遷

ン
カ

二
念
想

ヲ
一
如
レ
用
二
四
運
四
性

ノ
觀

ヲ
一
也
。
然

ニ
四
運
四
性

觀
ハ

望
二
一
心
三
觀
一
念
三
千
觀
一
時
犹
不
レ
乁
也
。
遷
二
念
想
一
深

ク

空
寂

ト
ナ
ル

所
ヲ

見
性

ト
キ

成
佛

ト
モ

云
カ

故
ニ

、
從
果因

カ

至
果
修
行
也
。
大
品

經
ニ

、
眞
如
觀
別
敎
、
此
中
倶具

カ

理
不
具
諸
法
義
。
別
敎

ニ
但
中
爲
二

佛
心
一。
菩
提
心
論

ニ
、
妄
心
若
起
、
知
而
勿
レ
從
。
妄
若
息
時
、
心

源
空
寂
。
心
無
相
違
、
是

ハ
別
敎
心
地
也
。
十
住
心
中
他
緣
大
乘

心
義
門
也（

（（
（

。

　

こ
こ
に
も
禪
宗
を
別
敎
と
見
做
す
批
判
的
見
解
が
確
認
で
き
る
。
つ

ま
り
、
禪
宗
は
心
を
公
案
に
懸
け
て
念
を
遮
り
、
心
を
空
寂
と
し
た
狀

態
を
成
佛
、
見
性
と
解
釋
し
、
そ
れ
が
天
台
に
お
け
る
四
運
四
性
觀
と

同
じ
で
あ
る
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
天
台
宗
の
立
場
か
ら
見

る
と
、「
因
よ
り
果
に
至
」
り
、
一
心
三
觀
・
一
念
三
千
觀
に
は
乁
ば

な
い
修
行
觀
と
評
價
さ
れ
る
こ
と
は
必
然
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
引

用
の
內
容
と
『
冂
十
一
口
決
』
に
見
ら
れ
る
禪
宗
說
と
を
比
べ
る
と
、

次
の
よ
う
な
こ
と
も
理
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』や『
冂

十
一
口
決
』
で
も
禪
宗
は
無
念
を
强
調
す
る
別
敎
で
あ
り
、
そ
の
意
味

で
天
台
止
觀
の
四
運
四
性
觀
と
等
價
の
も
の
と
し
て
見
做
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』
第
九
卷
の
禪
宗
觀
が
、
確

實
に
靜
明
の
說
で
あ
る
と
は
判
斷
で
き
な
い
が
、
そ
こ
に
は
何
ら
か
の

關
係
性
が
あ
る
と
言
う
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
次
の
よ
う

な
二
つ
の
論
點
は
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
第
九
卷
の
み
に
見
出
さ
れ
る
。
第

一
點
目
は
、
禪
宗
の
「
人
心
見
性
成
佛
」
論
が
天
台
宗
と
類
似
す
る
と

い
う
說
で
あ
り
、
第
二
點
目
は
、
そ
れ
が
公
案
で
あ
る
と
す
る
說
で
あ

る
。そ
こ
で
、こ
の
二
點
を
確
認
し
た
後
、⺇
根
論
へ
と
立
ち
歸
り
た
い
。

今
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』
第
九
卷
を
見
れ
ば
以
下
の
よ
う
な
文
章
が
あ
り
、

獨
特
な
公
案
の
意
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

宗
門［
禪
宗
］用
二
公
案

ヲ
一
⺇

ハ
三
類
⺇
中

ニ
ハ

第
二
類

ノ
⺇
也
。
公
案

爲
二
無
技

ト
一、
是
心
地
故
也
。
直
逹

ノ
義
無
レ
之
。
第
三

ハ
常

ノ
敎
學

ノ

⺇
也
。
學
二
戒
定
慧
三
學

ヲ
一
敎
行
證

ヲ
修
習

ス
ル

分
也
。
第
一
⺇

ト
者

禪
錄
圓
云
、
向
上
宗
風
千
圣
不
レ
能
レ
說

ト
。
向
上
⺇
全
不
レ
用
二
公

案
一
直

ニ
令
レ
逹
也
。
此
義

ハ
千
圣

モ
不
レ
能
レ
說

コ
ト

云
也
。
止
觀

ノ
正

⺇
向
上
宗
風

ノ
空
廢
立

シ
タ
ル

也
。
不
置
取
持
也
。
宗
門

ニ
モ

向
上

ニ
ハ

無
レ
⺇
常

ニ
ハ

云
也
。
衟
證
等

モ
虛
空
也
。
唯
唯
佛
與
レ
佛

ノ
境
界
也
。

向
下

ヨ
リ

論
ト

レ
⺇

ヲ
云
也
。然
東
福
寺
圣
一
房
向
上
⺇
存

ス
ル

也
。［
…
］
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サ
テ
天
台
正
觀
⺇

ト
者
、
一
念
三
千
觀
也
。
禪
門
向
上

ニ
ハ

無
レ
之

云
テ

手
ヲ
ヒ
ク

。
天
台

ニ
立
レ
⺇
、
正
觀
⺇
圓
頓
直
逹

ノ
行
人
也
。
常

ノ

禪
師
等
不
レ
立
レ
⺇
云
說
分

ハ
殊
不
レ
乁
二
天
台
一。
向
上
論
レ
⺇
分
、

天
台
・
眞
言
同
レ
之
分
、
有
レ
之（

（（
（

。

　

こ
こ
に
は
禪
宗
に
お
け
る
公
案
の
役
割
と
、禪
と
天
台
と
の
關
係
が
、

⺇
根
論
と
絡
め
て
解
釋
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
引
用
に
見
ら
れ
る

「
三
類
⺇
」
と
は
圓
爾
の
三
種
方
便
說
で
あ
る
か
ら
、
最
初
に
そ
れ
を

確
認
し
た
い
。
圓
爾
の
語
錄
の
中
で
は
、
三
種
方
便
を
次
の
よ
う
に
定

義
し
て
い
る
。

自
著
レ
眼
去
、
直
超
二
佛
祖
理
致
・
⺇
關
一。
所
レ
謂
超
二
佛
理
致
一、

過
得
荊
棘
林
一、
越
二
祖
⺇
關
一、
透
二
得
銀
山
鐵
壁
一、
始
知
レ
有
二
向

上
本
分（

（（
（

一。

　

こ
こ
で
は
圓
爾
三
種
方
便
を
紹
介
し
、
そ
の
階
層
關
係
を
明
ら
か
に

す
る
。
な
お
、「
理
致
」、「
⺇
關
」
と
は
、
禪
宗
に
お
い
て
佛
敎
の
一

般
的
な
敎
學
と
禪
宗
の
公
案
と
を
示
す
言
葉
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
夢

窓
國
師
語
錄
』
に
は
夢
窓
疎
石
（
一
二
七
五
年
〜
一
三
五
一
年
）
が
「
馬

祖
百
丈
以
前
多
示
二
理
致
一、
少
示
二
⺇
關
一。
馬
祖
百
丈
以
來
、
⺇
關
多
、

理
致
少
。」と
說
明
さ
れ
て
い
る
。圓
爾
の
思
想
で
特
徵
と
な
る
の
は「
理

致
・
⺇
關
」
に
、
さ
ら
に
「
向
上
」
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

圓
爾
は
『
圣
一
國
師
語
錄
』
の
他
所
で
そ
の
「
向
上
」
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
說
明
す
る
。

上
堂
。
月
生
レ
一
、乾
坤
廓
落
、大
方
無
レ
外
。
月
生
レ
二
、師
子
奮
迅
、

𧰼
王
囘
旋
。
月
生
レ
三
、
蟭
螟
眼
裏
、
大
鵬
飜
レ
身
。
所
以
衟
、
向

上
一
路
、
千
圣
不
傳
。
學
者
勞
レ
形
、
如
二
猿
捉
一レ
影
。
拈
二
拄
杖
一

卓
一
下
云
、
有
二
意
氣
一
時
添
二
意
氣
一。
不
二
風
流
一
處
也
風
流（

（（
（

。

　

註
目
す
べ
き
は
、
圓
爾
が
「
向
上
」
を
「
千
圣
、
傳
え
ず
」
と
す
る

こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
三
種
方
便
が
三
つ
の
佛
法
を
通
じ
る
た
め
の
方

法
と
す
れ
ば
、「
向
上
」
と
は
、
他
人
の
言
葉
、
敎
學
的
な
言
說
、
祖

師
の
公
案
に
も
依
ら
ず
、
直
接
悟
り
に
入
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
前
に
引
用
さ
れ
た
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
第
九
卷
の
文
章
に
戾

り
、
初
め
に
公
案
に
つ
い
て
檢
討
し
た
い
。『
溪
嵐
拾
葉
集
』
で
も
、

圓
爾
の
三
種
方
便
論
に
倣
い
、
公
案
を
第
二
⺇
、
つ
ま
り
「
⺇
關
」
で

あ
る
と
解
釋
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
禪
宗
」
の
公
案
は
「
直
逹
の
義
、

之
れ
無
」
き
こ
と
を
强
調
し
、
念
を
遮
る
公
案
、
つ
ま
り
「
從
因
至
果
」

の
修
行
を
立
て
る
た
め
、「
一
念
三
千
」
を
唱
え
る
天
台
宗
に
は
乁
ば
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な
い
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
第
一
⺇
、
す
な
わ
ち
「
向
上
」
は
ど
の
よ
う
に
認

識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
溪
嵐
拾
葉
集
』
は
「
向
上
」
に
關

し
て
「
公
案
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
直
逹
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ

は
千
圣
も
傳
え
な
い
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
「
直
」
と
い

う
單
語
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
引
用
さ
れ
た
文
章
の
少
し
前
で
「
眞

言
法
界
體
性
智
・
天
台
一
念
三
千
の
觀
」
を
「
二
法
、
不
分
位
に
直
に

無
作
三
身
に
逹
す
る
分
也
。」と
定
義
し
た
こ
と
に
關
係
す
る（

（（
（

。つ
ま
り
、

禪
宗
の
第
一
⺇
も
、
天
台
宗
の
一
心
三
千
觀
も
「
直
に
逹
す
る
」
と
い

う
特
徵
が
あ
り
、
そ
の
視
點
か
ら
見
る
と
、
互
い
に
類
似
す
る
も
の
と

な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』
は
「
誠
に
人
心

見
性
成
佛
と
い
う
巧
と
な
れ
ば
［
天
台
宗
と
禪
宗
と
が
］
似
る
」
と
說

示
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
類
似
は
同
一
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
こ
の
點
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
⺇
根
論
へ
と
戾
り
、
そ
の
重

要
性
を
見
て
い
き
た
い
。

　
「
向
上
」
を
「
直
に
逹
す
る
」
と
す
る
言
說
に
續
い
て
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』

は
禪
宗
と
天
台
宗
と
の
差
異
に
つ
い
て
言
乁
す
る
。
禪
宗
の
第
一
⺇
と

呼
ば
れ
る
「
向
上
」
は
、「
空
」、「
⺇
が
無
い
」、「
た
だ
佛
と
佛
と
の
境
界
」

と
い
う
三
點
か
ら
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
禪
宗
は
「
向
上
」
を
積
極

的
な
空
の
世
界
と
す
る
の
で
、
衆
生
の
⺇
に
對
應
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、
天
台
宗
は
空
を
廢
し
、
止
觀
の
正
⺇
を

立
て
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
⺇
根
論
と
敎
判
論
と
の
關
係
が
見
出
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』に
見
ら
れ
る「
人
心
見
性
成
佛
」と「
公
案
說
」

と
い
う
二
點
を
擧
げ
、そ
れ
ら
の
⺇
根
論
と
の
關
係
を
明
ら
か
に
し
た
。

結
論
と
し
て
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
と
『
冂
十
一
口
決
』
に
見
ら
れ
る
禪
宗

說
は
、『
冂
十
一
口
決
』が
特
に
公
案
と
三
種
方
便
に
言
乁
し
な
い
他
は
、

槪
念
的
に
大
同
小
異
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』

と
『
冂
十
一
口
決
』
に
は
⺇
根
論
と
圓
爾
の
評
價
と
の
詳
細
に
關
し
て
、

異
な
る
視
座
を
も
含
む
と
い
う
こ
と
を
見
迯
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、最
初
に
⺇
根
論
に
つ
い
て
檢
討
し
た
い
。『
溪
嵐
拾
葉
集
』

も
『
冂
十
一
口
決
』
も
禪
宗
を
別
敎
と
す
る
が
、
⺇
根
論
の
理
解
に
は

差
異
が
あ
る
。
つ
ま
り
、『
冂
十
一
口
決
』
で
は
、
別
敎
た
る
禪
宗
そ

の
も
の
が
上
根
に
對
應
す
る
と
說
示
し
、
そ
れ
に
對
し
て
『
溪
嵐
拾
葉

集
』
は
、
禪
宗
の
向
上
を
無
⺇
と
な
す
の
で
、
こ
こ
に
矛
盾
が
存
す
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
等
の
⺇
根
論
上
で
の
差
異
は
、
圓
爾
の
評
價
へ
も
影
響

を
乁
ぼ
し
て
い
る
。『
冂
十
一
口
決
』
で
は
圓
爾
の
眞
如
觀
が
「
別
敎
」

と
し
て
批
難
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』

に
は
「
圣
一
房
向
上
の
⺇
存
す
る
也
」
と
し
、「
向
上
に
⺇
を
論
す
る
分
、
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天
台
・
眞
言
と
こ
れ
同
じ
」
と
結
論
付
け
る
說
示
も
存
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』
に
よ
れ
ば
、
圓
爾
の
禪
思
想
は
天
台
止
觀

と
「
同
一
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
二
つ
の
問
題
が

生
じ
る
。
そ
の
第
一
は
圓
爾
の
「
向
上
に
」
⺇
を
立
て
た
理
由
で
あ
り
、

第
二
の
問
題
は
圓
爾
の
禪
が
天
台
・
眞
言
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
の
具
體

的
な
意
味
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
問
題
に
關
わ
る
解
決
の
絲
口
は
、『
溪

嵐
拾
葉
集
』
中
の
次
の
文
章
に
見
出
せ
る
。

又
云
、
宗
門

ニ
ハ

最
初

ノ
句
・
末
後

ノ
句

ト
云
事
有
レ
之
。
最
初

ノ
句

ト
者
、

絶
斷
衆
流

ノ
句
也
。
無
二
衟
理

モ
一
句
也
。
狗
子
無
佛
性
等
是

レ
也
。

是
ハ

號
二
死
句

ト
一。
是

レ
公
案
也
。
末
後

ハ
者
名
二

割
ヨ
ミ
カ
ヘ
ル

句
ト

一。
天
台

眞
言
等

ノ
六
書塵

カ

六
作

ノ
緣

ニ
共

ニ
本
覺
也

ト
逹
也
。
是
各
行
如
來

ト
釋

也
。
六
書塵

カ

六
作

ノ
緣
當
體
本
來
本
覺

ト
云
也
。
宗
門

ニ
ハ

カ
ラ
ク
シ

テ
末
後

ノ
句

ニ
コ
ソ
、
山

ハ
是
山
、
水

ハ
水
云
故
、
割
句

ノ
時
、
天
台

ニ
ハ
歸
也（

（（
（

。

　

こ
こ
で
は
、
禪
宗
の
最
初
の
句
と
末
後
の
句
を
定
義
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、最
初
の
句
と
は
公
案
で
あ
り
、「
衆
流
」
を
斷
絶
し
て
「
死
句
」

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
對
し
て
末
後
の
句
と
は
、
天
台
と
同
じ

く
現
𧰼
の
世
界
を
本
覺
と
見
な
し
、
そ
の
一
例
と
し
て
「
山
是
山
、
水

是
水
」
と
い
う
一
文
が
擧
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
說
は

圓
爾
の
向
上
に
⺇
を
立
て
る
こ
と
と
、
ど
の
よ
う
な
關
係
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
圓
爾
の
語
錄
に
は
次
の
よ
う
な
偈
も
見
ら
れ
る
。

妙
在
二
佛
祖
不
傳
處
一、
高
超
二
理
致
一
去
二
⺇
關
一。
去
二
⺇
關
一
兮
沒
二

窠
臼
一。
水
是
水
兮
山
是
山（

（（
（

。

　

圓
爾
は
佛
祖
不
傳
で
あ
る
向
上
を
「
山
是
山
、
水
是
水
」
と
い
う
言

說
に
よ
っ
て
定
義
す
る
。
こ
れ
を
基
に
考
え
れ
ば
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』

で
示
さ
れ
る
圓
爾
が
「
向
上
」
に
⺇
を
立
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
次
の

よ
う
に
解
釋
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、圓
爾
が
「
向
上
」
を
「
山
是
山
、

水
是
水
」
と
す
る
の
で
、「
向
上
」
が
同
じ
表
現
に
よ
っ
て
意
義
付
け

ら
れ
る
、
禪
宗
の
末
後
の
句
と
「
同
一
」
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
末
後
の
句
が
、
天
台
本
覺
の
立
場
と
關
連
す
る
が
ゆ

え
に
、「
向
上
」
と
「
本
覺
」
と
の
關
係
も
生
じ
る
と
言
え
よ
う
。
つ

ま
り
、
他
の
「
向
上
」
を
空
と
す
る
禪
僧
に
對
し
て
、
圓
爾
が
天
台
宗

と
同
じ
よ
う
に
最
上
の
法
を
現
𧰼
世
界
に
位
置
づ
け
、
そ
う
い
う
意
味

に
お
い
て
、
最
上
の
法
た
る
「
向
上
」
に
⺇
を
立
て
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
第
二
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
ど
の
よ
う
な
意
味
合
い
で
圓

爾
の
禪
思
想
が
、
天
台
・
眞
言
と
同
じ
た
り
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
で



『
溪
嵐
拾
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
禪
宗
觀
（
リ
チ
ャ
）

（ 47 ）

あ
る
。
こ
れ
は
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』
で
は
本
覺
と
さ
れ
た
末
句
の
「
向
上
」

が
、「
天
台
に
歸
る
」
と
說
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
理
解
さ
れ
よ
う
。

要
す
る
に
、「
向
上
」
が
天
台
本
覺
と
同
じ
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ

ら
は
決
し
て
平
等
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。む
し
ろ
、

天
台
は
基
本
で
あ
り
、「
天
台
に
歸
る
」
と
す
る
「
禪
宗
」
は
構
成
要

素
の
一
部
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

　

因
み
に
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』
に
認
め
ら
れ
る
言
說
の
範
疇
で
、
禪
宗

に
お
け
る
⺇
根
論
が
歷
史
上
、
圓
爾
の
思
想
に
忠
實
で
あ
る
か
否
か
と

い
う
疑
問
が
、
そ
こ
に
は
常
に
橫
た
わ
っ
て
い
る
が
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』

第
十
卷
に
は
圓
爾
傳
が
あ
り
、圓
爾
と
蘭
溪
衟
隆
と
の
差
異
に
關
し
て
、

直
接
的
な
說
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

東
圣
義
云
、敎
法

ハ
爲
二
上
根

ト
一
也
。
禪
門

ハ
爲
二
下
根

ト
一
也
。［
…
］

譬
如
下
重
醉
人
都
不
二
覺
知
一

ン
ト

云
ヘ
ト
モ

、
都
不
定
之
時
一
棒
一
喝

ヲ

以
テ

打
驚

ス
上
也
。
以
二
言
語

ヲ
一
驚

ハ
敎
法
也
。
一
棒

ヲ
以

テ
打
覺

ハ
禪

門
也
。
輕
醉
者
依
二
言
語
一
覺
也
。
重
醉
者
依
二
棒
喝
一
覺
也
。
仍

以
二
敎
⺇
一
爲
二
上［
⺇
］一、
以
二
禪
⺇
一
爲
二
下
⺇
一
也
。
已
上
東
老
義

也
。
又
云
、
關
東
衟
隆
門
流
義
勢
不
レ
儞
。
禪
法
者
爲
二
上
根
・
上

智
⺇
一
也

云
云

（
（（
（

。

　

こ
こ
で
は
、
圓
爾
が
、
⺇
根
論
に
基
づ
い
て
、
先
ず
敎
門
と
、
自
ら

の
禪
と
の
關
係
を
示
し
、次
に
衟
隆
の
禪
と
の
違
い
を
說
示
し
て
い
る
。

敎
門
と
の
關
係
に
關
し
て
、
禪
は
下
根
を
收
め
る
敎
え
で
あ
り
、
天
台
・

眞
言
な
ど
の
敎
門
は
、
逆
に
上
根
の
衆
生
を
化
他
す
る
た
め
の
⺇
で
あ

る
、
と
圓
爾
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
衟
隆
の
禪
に
關
し
て

は
、
下
根
の
凡
夫
を
救
う
圓
爾
禪
に
對
し
て
、
衟
隆
の
禪
で
は
上
根
の

衆
生
し
か
窺
が
い
知
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
圓
爾
は
⺇
根
論
上
に
お
い
て
、
他
の
禪
僧
と
は
異
な
る
位

置
付
を
し
た
可
能
性
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
禪
宗
の
受
容
を
、
特
に
⺇
根

論
と
い
う
立
場
か
ら
考
察
し
て
み
た
。
今
、
そ
れ
を
纏
め
る
と
、『
溪

嵐
拾
葉
集
』、『
冂
十
一
口
決
』
と
も
に
、
基
本
的
に
は
禪
宗
を
「
佛
と

佛
と
の
境
界
」
で
あ
り
、
但
中
の
理
の
み
を
立
て
、
空
に
傾
け
る
別
敎

と
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
⺇
根
論
上
で
は
、
二
つ
の
資
料
の
閒
に
差
異

が
存
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、『
冂
十
一
口
決
』で
は
、

靜
明
が
「
禪
宗
」
を
上
⺇
し
か
對
應
し
得
な
い
と
定
義
す
る
が
、『
溪

嵐
拾
葉
集
』
の
⺇
根
論
は
、
三
種
方
便
と
の
關
係
か
ら
議
論
す
る
の
で

あ
る
。『
溪
嵐
拾
葉
集
』
第
九
卷
の
、
禪
宗
が
「
無
念
」
し
か
立
て
な

い
と
い
う
批
判
は
、
公
案
、
す
な
わ
ち
「
念
を
遮
る
」
⺇
關
・
第
二
⺇

に
限
定
さ
れ
、禪
宗
の
公
案
を
使
用
し
な
い
「
向
上
」
が
紹
介
さ
れ
る
。
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さ
ら
に
、「
向
上
」
に
關
し
て
、
⺇
根
論
に
從
っ
て
二
つ
の
解
釋
が
見

出
さ
れ
る
。
第
一
は
、「
向
上
」
は
虛
空
で
あ
り
、
無
⺇
で
あ
る
と
い

う
解
釋
で
あ
る
。
そ
の
觀
點
は
「
禪
宗
」
の
一
般
的
な
敎
え
で
あ
り
、

天
台
の
止
觀
正
⺇
に
は
乁
ば
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
に
對
し
て
第
二

は
、「
向
上
」
に
⺇
を
立
て
る
圓
爾
の
解
釋
は
、
天
台
・
眞
言
に
同
じ

で
あ
る
と
い
う
視
點
で
あ
る
。
し
か
し
、
圓
爾
禪
は
天
台
宗
の
一
部
分

で
し
か
な
く
、
そ
の
基
本
は
天
台
敎
學
に
依
據
し
て
い
る
こ
と
が
、『
溪

嵐
拾
葉
集
』
で
は
强
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
他
の
資
料
に
見
ら
れ
る
禪
宗
受
容
と
禪
宗
に
お
け

る
反
論

　

以
上
の
經
緯
か
ら
、
他
の
中
古
天
台
資
料
に
見
ら
れ
る
「
禪
宗
」
の

受
容
に
觸
れ
、さ
ら
に
は
「
禪
宗
」、特
に
虎
關
師
鍊
の
思
想
に
お
け
る
、

天
台
宗
か
ら
の
禪
宗
批
判
に
對
す
る
反
論
、
と
い
う
も
の
を
考
究
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。

　

結
論
を
先
に
述
べ
れ
ば
、
天
台
關
係
の
資
料
に
は
、
禪
宗
を
別
敎
と

す
る
と
い
う
批
判
よ
り
も
、
む
し
ろ
公
案
と
圓
爾
の
三
種
方
便
說
と
に

つ
い
て
の
解
說
が
多
く
確
認
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、『
等
海
口
傳
抄
』

に
は
、
心
賀
の
義
と
し
て
禪
宗
の
「
最
初
の
句
」
と
「
末
後
の
句
」
と

に
關
す
る
說
が
記
さ
れ
、
そ
れ
は
前
に
引
用
さ
れ
た
『
溪
嵐
拾
葉
集
』

に
あ
る
說
と
全
く
同
じ
な
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

三
種
方
便
に
關
し
て
は
、『
天
台
名
目
類
聚
鈔
』
と
『
二
帖
抄
見
聞
』

と
に
見
解
が
見
出
さ
れ
る
。
初
め
に
『
天
台
名
目
類
聚
鈔
』
で
は
次
の

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一
。
禪
法

ニ
ハ

有
ル

二
三
⺇
一
事
。
答
。
上
根

ハ
向
上

ノ
⺇
也
。
向
上

ノ

一
路

ハ
先
圣

モ
不
レ
傳

云
云　
不
レ
落
二
義
味

ニ
一、
不
レ
見
二
思
量
一、
本
來

本
是

ノ
⺇
也

云
云　
中
根

ハ
以
二
公
案
一
得
法

ス
。［
…
］
下
根

ハ
佛
說

ノ
經

論
ニ

所
ノ

レ
說
禪
定

ニ
テ

開
悟

ス
ル

者
是
也
。
乃

チ
上
中
二
根

ヲ
ハ

名
ケ

二
祖

師
禪

ト
一。
逹
磨
所
行

ノ
心
印

ナ
ル

故
也
。
下
根

ヲ
ハ

名
ク

二
如
來
禪

ト
一。

例
セ
ハ

如
ト

二
天
台

ノ
依
經
立
行

ノ
一

云
云

（
（（
（

。

　

こ
こ
で
は
圓
爾
の
三
種
方
便
が
、
三
つ
の
⺇
根
に
配
當
さ
れ
、
如
來

禪
・
祖
師
禪
と
い
う
枠
組
み
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、註
目
し
た
い
の
は
、『
天
台
名
目
類
聚
鈔
』
で
は
、上
根
を
し
て
「
向

上
の
⺇
」
と
定
義
す
る
も
の
の
、「
向
上
」
に
⺇
が
あ
る
か
否
か
と
い

う
問
題
提
起
を
も
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

尋
云
、
向
上

ニ
有

リ
レ
⺇
耶
。
答
。
先
圣

モ
不
レ
傳

云
云　
所
被

ノ
⺇
不
レ

可
レ
能
レ
有
レ
之
歟
。
但

シ
東
福
寺

ノ
圣
一
和
尙

ハ
向
上

ニ
有

リ
レ
⺇

云
云
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建
仁
寺

ノ
葉
上

ハ
向
上

ニ
無

ト
レ
⺇

云
云
［
…
］
抑

モ
彼［
圓
爾
］ノ
向
上

ト

天
台

ノ
一
念
三
千

ノ
心
地

ト
同
異
可
レ
明

ム
レ
之

ヲ
（
（（
（

。

　

つ
ま
り
、「
先
圣
も
傳
え
ず
」
と
さ
れ
る
「
向
上
」
に
は
、
そ
も
そ

も
⺇
が
存
在
し
得
な
い
が
、
圓
爾
は
そ
こ
で
⺇
を
立
て
る
と
い
う
矛
盾

的
な
要
素
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
⺇
が
あ
る
と
認
め

る
圓
爾
の
「
向
上
」
と
、
天
台
宗
で
の
⺇
根
論
と
の
關
係
が
不
明
瞭
で

あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

そ
こ
で
、『
二
帖
抄
見
聞
』
を
見
れ
ば
、
同
じ
く
三
種
方
便
論
に
つ

い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
把
握
さ
れ
る
。

禪
宗

ニ
ハ

三
根

ノ
⺇

ノ
得
入

ヲ
沙
汰

ス
ル

也
。
一

ニ
ハ

高向
カ

上
ノ

一
路

ハ
先
匠

モ

不
ト

レ
傳
云

ハ
、
上
根

ノ
⺇

ノ
得
入
也
。［
…
］
二

ニ
公
案

ノ
⺇

ト
云

ハ
中

根
ノ

⺇
也
。［
…
］
如
レ
其
入
二
禪
門

ニ
一
人
、
庭
前

ノ
白
樹
枝

モ
狗
子

無
二
佛
性
一
云
公
案

ヲ
請
取

テ
、
晝
夜

ニ
工
二
夫
之

ヲ
一
妄
念

ニ
不
レ
被
二

引
墮

セ
一
也
。
三

ニ
經
論

ノ
中

ニ
所

ノ
レ
說
見

テ
二
修
觀
立
行

ノ
相

ヲ
一、
依

テ
レ

敎
立

ル
ハ

二
修
行
一
下
根
也
。
是
卽
止
觀
直
行

ノ
⺇

ト
與
二
解
行

ノ
⺇

ト
ノ

一

不
同

ニ
モ

相
當

ス
ル

也（
（（
（

。

　

こ
こ
に
も
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
と
の
關
係
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

向
上
を
「
先
匠
も
傳
え
ず
」
と
し
、
禪
宗
に
お
け
る
公
案
の
役
割
を
妄

念
を
納
め
る
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
註
目
し
た
い
の
は
、
圓
爾
の
三
種
方
便
論
は
、
天

台
系
の
資
料
で
は
禪
宗
說
に
お
け
る
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
と
い
う
言

乁
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
禪
宗
系
の
資
料
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
が
知
る
限
り
で
は
、
三
種
方
便
論
を
擧

げ
る
德
川
時
代
以
前
の
禪
宗
の
資
料
は
、
二
つ
し
か
殘
っ
て
い
な
い（

（（
（

。

そ
の
第
一
目
は
南
浦
紹
明
（
一
二
三
五
年
〜
一
三
○
九
年
）
の
『
大
應
假

名
法
語
』
で
あ
り
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
三
種
方
便
說
と
は
、
理
到
を
經

論
と
し
、
⺇
關
を
公
案
と
し
、
向
上
を
「
佛
祖
の
直
說
、
諸
法
の
實
相
」、

さ
ら
に
「
天
は
是
天
、
地
は
是
地
、
山
は
是
山
、
水
は
是
水
」
と
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
等
は
、
天
台
系
の
資
料
に
示
さ
れ
た
三
種
方
便
說

と
は
同
一
で
あ
る
が
、
特
徵
と
す
べ
き
は
、
三
根
と
の
關
係
に
全
く
觸

れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。
第
二
目
の
三
種
方
便
を
擧
げ
る
資
料
は

『
佛
語
心
論
口
訣
』
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
理
到
・
⺇
關
・
向

上
の
理
解
と
は
「
同
體
」
と
さ
れ
、
圓
爾
の
三
種
方
便
と
異
な
る
こ
と

で
あ
る（

（（
（

。

　

以
上
で
行
っ
た
四
つ
の
資
料
の
檢
討
か
ら
の
み
で
は
、
最
終
的
な
結

論
に
逹
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る

が
、次
の
よ
う
な
推
測
を
提
示
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
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靜
明
と
圓
爾
と
の
對
面
か
ら
『
溪
嵐
拾
葉
集
』、『
等
海
口
傳
抄
』
等
の

資
料
の
成
立
期
に
か
け
て
、
天
台
宗
で
は
禪
に
關
す
る
言
說
が
形
成
さ

れ
、
そ
の
重
要
な
基
礎
の
一
つ
と
な
っ
た
の
は
、
圓
爾
に
よ
っ
て
主
張

さ
れ
た
禪
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
資
料
で
見
ら
れ
る
「
禪
」

は
、
單
な
る
圓
爾
禪
、
又
は
中
國
禪
と
言
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
天
台
敎

學
の
關
心
事
に
從
っ
て
變
形
さ
れ
た
「
禪
」
で
あ
っ
た
。
天
台
系
の
資

料
に
見
出
さ
れ
る
圓
爾
の
三
種
方
便
論
の
取
り
扱
い
は
、
そ
の
過
程
を

示
す
一
例
で
あ
る
。
要
す
る
に
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』
等
の
資
料
で
記
述

さ
れ
る
「
理
到
・
⺇
關
・
向
上
」
の
基
本
定
義
を
な
す
も
の
は
、
圓
爾

の
思
想
に
確
實
に
依
據
す
る
が
、
そ
の
⺇
根
論
と
の
關
係
、
つ
ま
り
向

上
に
⺇
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
、
或
い
は
、
三
種
方
便
を
三
根
に

相
當
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
禪
思
想
よ
り
も
、
む
し
ろ
天
台
敎
學
の

文
脉
に
お
け
る
問
題
な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、「
禪
」と
は
、

鎌
倉
時
代
か
ら
續
く
組
織
と
し
て
の
禪
宗
の
獨
立
化
、
ま
た
は
、
船
岡

氏
の
言
葉
を
借
用
す
れ
ば
「
宗
派
化
」
が
あ
る
に
も
か
か
ら
わ
ず
、
同

時
に
宗
派
と
い
う
枠
組
み
を
超
過
す
る
試
み
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
天
台
宗
に
お
け
る
「
禪
」
の
位
置
付
け
が
、

ど
の
よ
う
に
「
禪
宗
」
の
「
自
己
意
識
」
へ
影
響
を
乁
ぼ
し
た
か
と
言

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
問
題
の
解
決
に
は
、
さ
ら
な
る
硏
究
の
必
要
性

が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
一
例
と
し
て
、
虎
關
師
鍊
の
禪
思
想
、
特
に

彼
の
「
禪
」
を
別
敎
と
す
る
批
判
に
對
す
る
反
論
を
擧
げ
た
い
。
師
鍊

の
『
濟
北
集
』
に
は
「
外
別
論
」
と
題
す
る
箇
所
が
あ
り
、
そ
れ
は
次

の
よ
う
に
始
ま
る
。

講
者
曰
、宗
門

ハ
敎
外
別
傳

ト
、恐

ラ
ク

非
二
圓
敎
一
也
。
蓋

シ
圓
敎

ハ
者
、

萬
法
含
攝

シ
テ

諸
相
混
融

ス
。
一
色
一
香
無

シ
レ
非

ト
イ
ウ
コ
ト

二
中
衟

ニ
一。

若
シ

有
ラ
ハ

二
隔
異
一
卽
墮

セ
ン

二
別
敎

ニ
一。
豈

ニ
最
上
乘

ノ
謂

ナ
ラ
ン
ヤ

乎
。

［
虎
關
師
鍊
］曰
、
子

ハ
唯

タ
知

リ
テ

二
小
別

ヲ
一、
未
レ
知
二
大
別

ヲ
一。
我

今
詳

ニ
說

ン
。
子
其

レ
聞

ケ
。
夫

レ
如
來

ノ
應
世
也
。
爲

ナ
リ

レ
開
二
示

セ
ン
カ

於
群
生

ヲ
一
矣
。
而

モ
群
生
癡
闇

ニ
シ
テ

不
レ
能
三
直

ニ
見

コ
ト

二
心
性
一。
故

ニ

如
來
形

シ
テ

二
於
言

ニ
一
而
喩
レ
之
。
是

レ
諸
修
多
羅
也
。
若

シ
又

タ
上

根
大
⺇

ノ
直

ニ
見

ル
二
心
性

ヲ
一
者

ハ
、
如
來
不
レ
煩

セ
二
於
言

ヲ
一、
只
印

證
ス
ル
ノ
ミ

而
已
。
其
印
證
者
謂
二
之
傳
受

ト
一。
是

レ
我

カ
宗
門

ノ
謂
以

テ
レ

心
ヲ

傳
ル
ナ
リ

レ
心

ヲ
（
（（
（

。

　

師
鍊
は
、「
禪
」
を
別
敎
と
す
る
批
判
に
對
し
て
「
小
別
」
と
「
大
別
」

と
の
區
別
を
紹
介
し
、
前
者
を
衆
生
に
對
應
す
る
諸
々
の
經
典
と
見
做

し
、後
者
を
上
根
大
⺇
に
對
應
す
る「
直
に
心
性
を
見
る
」、「
以
心
傳
心
」

と
す
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
小
別
と
は
經
典
に
基
づ
い
た
別
敎



『
溪
嵐
拾
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
禪
宗
觀
（
リ
チ
ャ
）

（ 51 ）

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
大
別
と
は
禪
宗
の
別
傳
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、禪
宗
の
「
別
」
は
天
台
宗
に
お
け
る
「
隔
歷
の
別
」

で
は
な
く
、
天
台
敎
學
を
超
過
す
る
槪
念
で
あ
る
、
と
師
鍊
が
示
す
も

の
と
解
釋
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
禪
宗
の
「
別
」
と
は
ど
の
よ
う

な
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
四
卷
『
楞
伽
經
』
に
對
す
る
註
釋
書
で
あ

る
『
佛
語
心
論
』
で
も
、
師
鍊
は
「
別
敎
」
と
い
う
問
題
に
觸
れ
て
い

る
。『
佛
語
心
論
』
で
は
、
四
卷
本
『
楞
伽
經
』
で
の
「
大
慧
。
法
佛

者
、
離
二
心
自
性
相
一、
自
覺
圣
所
緣
境
界
、
建
立
施
作（

（（
（

。」
と
い
う
文
章

に
對
し
て
、「
一
切
有
情
知
覺
云
レ
心
。
知
覺
之
本
名
爲
二
自
性
一。
是
一

切
法
心
性
之
說
。
而
是
妄
想
對
治
邊
義
。
法
身
本
離
二
如
レ
是
分
別
一。
唯

是
本
覺
眞
如
實
相
。
故
云
二
離
心
自
性
相
一。
此
自
性
相
卽
成
自
性（

（（
（

。」
と

註
釋
を
施
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
法
身
佛
の
境
界
は
、
衆
生
の
分
別
か

ら
離
れ
て
建
立
さ
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、

も
し
そ
う
で
あ
る
と
認
め
れ
ば
、
師
鍊
が
天
台
の
『
楞
伽
經
』
を
別
敎

と
す
る
批
判
を
追
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
狀
況
に
置
か
れ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
言
う
疑
問
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
よ
う
な
疑
問
は
、
次
の

引
用
文
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
。

［
問
］曰
、
台
宗
圓
敎
不
レ
立
二
離
法
一。
離
心
性
格
義
恐
墮
二
別
敎
一。

［
師
鍊
］曰
、
離
有
二
二
種
一。
一
云
本
離
、
二
曰
去
離
。
今
之
離
者

本
離
者
也
。
子
之
所
レ
謂
去
離

ナ
ル

者
也
。
自
覺
境
界

ニ
ハ

亦
無
二
別

圓
一。
是
名
二
離
心
自
性
之
相
一。
別
圓
二
敎

ハ
名
相
之
法
卽
對
治（

（（
（

。

　

師
鍊
は
こ
こ
に
『
濟
北
集
』
で
も
見
出
さ
れ
る
反
論
の
戰
略
を
使
用

す
る
。
つ
ま
り
、
天
台
で
の
「
去
離
」
の
理
解
は
別
敎
・
圓
敎
と
い
う

文
脉
を
前
提
と
す
る
が
、『
楞
伽
經
』
の
「
本
離
」
が
佛
の
自
覺
境
界

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
別
敎
・
圓
敎
と
い
う
槪
念
を
超
過
す
る
と
い
う
論

法
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
天
台
敎
學
で
は
、
衆
生
の
心
に
對
治
す
る

相
對
的
な
「
離
」
に
よ
っ
て
『
楞
伽
經
』
の
絶
對
的
な
「
離
」
を
理
解

で
き
な
い
と
、
師
鍊
は
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、「
禪
宗
」
に
お
い
て
は
、『
楞
伽
經
』
が
別
敎
で
は
な
い

と
い
う
論
據
を
檢
討
し
た
。
續
い
て
「
別
傳
」
と
の
關
係
を
、
次
の
引

用
文
に
基
づ
き
、
檢
討
し
た
い
。

問
。
別
建
立
趣
、
自
性
法
何
。
答
。
別
建
立
者
、
自
覺
圣
究
竟
差

別
相
建
立
也
。
趣
者
、
自
覺
圣
智
所
行
境
界
也
。
自
性
法
者
、
三

性
中
成
自
性
也
。
是
以
、吾
祖
菩
提
逹
磨
西
來
提
唱
敎
外
別
傳

ハ
、

今
此
章
之
別
建
立
趣
。
所
謂
彼
之
見
性
成
佛

ハ
今
自
性
法

ナ
リ

（
（（
（

。

　

こ
こ
で
は
、
師
鍊
が
「
禪
」
の
敎
外
別
傳
を
「
別
建
立
趣
」、
つ
ま
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り
法
身
佛
の
境
界
と
す
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
前
に
見
た

よ
う
に
、
そ
の
境
界
は
絶
對
的
で
あ
り
、
衆
生
の
分
別
か
ら
離
れ
た
も

の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
師
鍊
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
、
敎
外
別
傳
が
別
敎

で
は
な
い
と
す
る
理
由
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、『
濟
北
集
』
の
「
敎
外

別
傳
」
の
「
大
別
」
と
は
、天
台
敎
學
で
の
相
對
的
な
、「
隔
歷
の
別
敎
」

と
い
う
「
別
」
で
は
な
く
、む
し
ろ
佛
の
境
界
が
「
別
建
立
」
で
あ
り
、

衆
生
の
理
解
か
ら
離
れ
た
「
別
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
師
鍊
の
敎
外
別
傳
說
は
、
傳
統
的
な
禪
宗
の
理
解
に
則
し

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。「
敎
外
別
傳
」
と
は
、
そ
の
元
の
意
味
を
文

字
通
り
に
取
れ
ば
、「
敎
の
外
に
し
て
、
別
に
傳
う
」
で
あ
り
、
つ
ま
り
、

「
外
」
と
「
別
」
と
い
う
槪
念
は
「
內
」
と
「
倂
」
と
の
對
義
語
と
な

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
師
鍊
の
定
義
す
る
「
外
」・「
別
」
に
、
そ
の

よ
う
な
言
說
上
で
の
關
係
性
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。す
な
わ
ち
、

師
鍊
が
「
外
」・「
別
」
を
絶
對
的
に
理
解
す
る
が
ゆ
え
に
、
彼
の
思
想

に
は
「
敎
外
」
と
は
「
敎
の
外
」
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
敎
內
と
敎
外
と

の
外
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、「
別
傳
」
と
は
「
別
に
傳
う
」
よ
り
も
、

「
倂
傳
と
別
傳
と
の
別
」
と
い
う
意
義
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
師
鍊
の
禪
思
想
を
分
析
し
、
そ
の
特
徵
を
檢
討
し
た
。
こ
こ

で
註
目
す
べ
き
は
、
師
鍊
の
思
想
は
、
天
台
宗
か
ら
の
「
禪
宗
」
へ
の

批
判
、
ま
た
は
、『
楞
伽
經
』
を
別
敎
と
す
る
批
判
を
乘
り
越
え
る
中

で
形
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
師
鍊
は
、
禪
宗
の

思
想
の
發
展
に
お
け
る
天
台
敎
學
の
影
響
の
好
例
で
あ
る
と
、
評
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
內
容
を
要
約
す
る
と
、次
の
通
り
と
な
る
。『
溪
嵐
拾
葉
集
』、

ま
た
は
、
靜
明
の
禪
批
判
は
「
別
敎
」
と
「
三
種
方
便
と
そ
れ
ら
の
⺇

根
論
と
の
關
係
」
と
い
う
二
つ
の
要
素
か
ら
成
り
立
つ
こ
と
が
理
解
さ

れ
た
。
そ
の
三
種
方
便
論
と
⺇
根
論
と
は
、
他
の
天
台
系
の
資
料
に
も

見
出
さ
れ
、
天
台
宗
に
お
け
る
「
禪
宗
」
の
受
容
と
理
解
に
關
し
て
重

要
な
課
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
受
容
の
過
程
の
う
ち
に
お
い
て
、

天
台
學
僧
は
禪
思
想
を
天
台
敎
學
に
卽
し
て
解
釋
し
た
が
ゆ
え
に
、
天

台
系
の
資
料
に
見
ら
れ
る
「
禪
」
は
單
な
る
禪
宗
の
「
禪
」
よ
り
も
、

む
し
ろ
新
し
い
「
天
台
禪
」
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
「
禪
」
と
は
、
鎌

倉
時
代
以
降
で
も
宗
派
を
超
え
た
槪
念
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
た
。

逆
に
、
禪
宗
を
別
敎
と
す
る
批
判
は
、
天
台
系
の
資
料
に
あ
ま
り
反
映

さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
虎
關
師
鍊
の
思
想
の
中
で
確
認

さ
れ
る
よ
う
に
、
天
台
的
禪
理
解
は
、
大
き
な
枠
組
み
で
の
禪
思
想
の

發
展
へ
直
接
な
影
響
を
乁
ぼ
し
た
。

六
、
結
論

　

本
稿
は
、
船
岡
氏
に
よ
る
宗
派
を
超
過
す
る
「
禪
」
と
い
う
槪
念
を
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踏
襲
し
、
日
本
禪
の
鎌
倉
時
代
以
後
の
展
開
を
、
他
宗
派
と
の
交
流
と

い
う
視
點
か
ら
檢
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
手
始
め
と
し
て
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
に
お
け
る

禪
の
位
置
付
け
を
、「
別
敎
」
と
「
⺇
根
論
」
と
に
着
目
し
て
檢
討
し
た
。

『
溪
嵐
拾
葉
集
』
で
靜
明
の
言
說
と
さ
れ
る
禪
宗
を
別
敎
と
す
る
批
判

は
、彼
の
『
冂
十
一
口
決
』
に
も
見
ら
れ
、禪
が
念
を
「
斷
滅
」
し
、「
佛

と
佛
と
」
の
「
無
念
」
の
世
界
で
あ
る
と
い
う
解
釋
と
、
密
接
な
關
係

が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
で
の
「
禪
宗
」
理
解
の
特
徵
と
は
、「
禪
宗
」
が
「
別

敎
」
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
、
圓
爾
の
三
種
方
便
論
と
⺇
根
論
と
の
文

脉
で
展
開
さ
れ
、
さ
ら
に
、
圓
爾
が
他
の
禪
僧
と
異
な
っ
た
「
向
上
の

⺇
」
を
立
て
る
こ
と
に
あ
る
。
な
お
、
三
種
方
便
論
と
⺇
根
論
と
の
關

係
は
、
他
の
天
台
系
の
文
獻
に
も
反
映
さ
れ
、
天
台
敎
學
の
事
項
に
則

し
て
解
釋
さ
れ
、
單
な
る
禪
宗
の
敎
え
と
言
う
よ
り
も
、
宗
派
を
超
過

す
る
槪
念
で
あ
る
「
禪
」
と
言
う
も
の
の
好
例
で
あ
る
と
評
價
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、「
禪
」
を
「
別
敎
」
と
す
る
批
判
は
、
天
台
系

の
文
獻
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
虎
關
師
鍊
の
思
想
へ
重
要

な
影
響
を
乁
ぼ
し
、
天
台
宗
か
ら
「
禪
宗
」
へ
の
影
響
が
あ
っ
た
と
い

う
事
實
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

　

傳
統
的
な
禪
學
は「
禪
宗
」と「
禪
」と
を
同
一
の
も
の
と
見
做
し
、「
禪

宗
」の
思
想
的
展
開
を
宗
派
的
な
立
場
か
ら
硏
究
し
た
も
の
と
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』
な
ど
の
文
獻
に
認
め
ら
れ
る
「
禪
宗
」

の
受
容
・
批
判
・
變
貌
は
、
日
本
の
「
禪
」
が
一
つ
の
宗
派
に
還
元
す

る
こ
と
の
出
來
な
い
「
槪
念
」
で
あ
る
こ
と
を
、
最
後
に
改
め
て
强
調

し
て
終
わ
り
た
い
。

註（
１
）　

籘
田
琢
司
編
著
、『
元
亨
釋
書
』（
京
都
：
禪
文
化
硏
究
所
、
二
○

一
一
年
）、
一
四
八
頁
。

（
２
）　

そ
の
問
題
に
つ
い
て
、
荒
槇
純
隆
、「
靜
明
法
印
と
禪
宗
」、
天
台
學

報
四
四
（
二
○
○
一
年
）、
七
四
頁
〜
七
九
頁
と
佐
々
木
俊
衟
、「
靜
明

と
圓
爾
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
」、
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
四
二
・
一

（
一
九
九
三
年
）、
五
○
頁
〜
五
三
頁
を
參
照
。

（
３
）　
『
冂
十
一
口
決
』、
續
天
全
・
口
訣
１
・
一
七
一
頁
〜
一
七
二
頁
。

（
４
）　
『
四
敎
義
』、
大
正
四
六
・
七
二
八
頁
下
。『
維
摩
經
玄
疏
』、
大
正

三
八
・
五
三
五
頁
中
も
參
照
。
な
お
、「
轉
日
・
不
轉
日
を
見
る
醉
人
」

と
い
う
比
喩
は
『
法
華
玄
義
』、
大
正
三
三
・
七
○
五
頁
中
に
も
あ
り

ま
す
が
、
文
章
と
文
脉
が
違
う
。

（
５
）　Jacqueline I. Stone, “N

ot M
ere W

ritten W
ords”, in 

Richard K
. Payne and T

aigen D
an Leighton, eds., Ideology 

in M
edieval Japanese B

uddhism

（O
xon: Routledge, 2006

）, 
172f

と
佐
々
木
俊
衟
、「
靜
明
と
圓
爾
」、
五
○
頁
〜
五
一
頁
參
照
。



東
洋
の
思
想
と
宗
敎　

第
三
十
四
號

（ 54 ）

（
６
）　
『
溪
嵐
拾
葉
集
』、
大
正
七
六
・
五
四
二
頁
中
。

（
７
）　
『
溪
嵐
拾
葉
集
』、
大
正
七
六
・
五
四
二
頁
中
〜
下
。

（
８
）　
『
楞
伽
阿
跋
多
羅
寶
經
』、
大
正
一
六
・
五
○
頁
三
上
。

（
９
）　
『
漢
光
類
聚
』、
大
正
七
四
・
三
七
七
頁
中
。

（
10
）　
『
冂
十
一
口
決
』、
續
天
全
・
口
訣
１
・
一
六
一
頁
上
。

（
11
）　
『
溪
嵐
拾
葉
集
』、
大
正
七
六
・
五
三
一
頁
上
。

（
12
）　
『
溪
嵐
拾
葉
集
』、
大
正
七
六
・
五
三
一
頁
下
。

（
13
）　
『
圣
一
國
師
語
錄
』、
大
正
八
○
・
二
○
頁
中
。

（
14
）　
『
圣
一
國
師
語
錄
』、
大
正
八
○
・
一
九
頁
中
。

（
15
）　
『
溪
嵐
拾
葉
集
』、
大
正
七
六
・
五
三
一
頁
中
。

（
16
）　
『
溪
嵐
拾
葉
集
』、
大
正
七
六
・
五
三
三
頁
下
。

（
17
）　
『
圣
一
國
師
語
錄
』、
大
正
八
○
・
二
一
頁
中
。

（
18
）　
『
溪
嵐
拾
葉
集
』、
大
正
七
六
・
五
四
二
頁
下
～
五
四
三
頁
上
。

（
19
）　
『
等
海
口
傳
抄
』、
天
全
九
・
二
二
七
頁
上
。

（
20
）　
『
天
台
名
目
類
聚
鈔
』、
天
全
二
二
・
五
二
頁
下
。

（
21
）　
『
天
台
名
目
類
聚
鈔
』、
天
全
二
二
・
五
二
頁
下
〜
五
三
頁
上
。

（
22
）　
『
二
帖
抄
見
聽
』、
天
全
九
・
二
九
六
頁
下
。

（
23
）　

德
川
時
代
に
は
東
嶺
圓
慈
（
一
七
二
一
年
～
一
七
九
二
年
）
の
『
宗

門
無
盡
燈
論
』
が
あ
り
、
そ
の
資
料
は
圓
爾
と
さ
れ
る
三
種
方
便
に
ふ

れ
る
。
大
正
八
一
・
五
九
二
頁
上
參
照
。

（
24
）　
『
大
應
假
名
法
語
』、
森
大
狂
、
校
註
、『
禪
門
法
語
集
』（
東
京
：
光

融
館
、1896

）、
十
二
頁
。

（
25
）　
『
佛
語
心
論
口
訣
』、
舊
版
日
藏
、
方
等
部
章
疏
三
・
二
三
四
頁
上
下
。

（
26
）　
「
外
別
論
」、『
濟
北
集
』、
第
十
五
卷
、
論
二
、
上
村
觀
光
編
、『
五

山
文
學
全
集
』（
東
京
：
思
文
閣
、1973

）、
第
一
卷
、
二
二
六
頁
〜

二
二
七
頁
。

（
27
）　
『
楞
伽
阿
跋
多
羅
寶
經
』、
大
正
一
六
・
四
八
六
頁
上
。

（
28
）　
『
佛
語
心
論
』、
舊
版
日
藏
、
方
等
部
章
疏
三
・
二
八
八
頁
下
〜

二
八
九
頁
上
。

（
29
）　
『
佛
語
心
論
』、
舊
版
日
藏
、
方
等
部
章
疏
三
・
二
八
九
頁
下
。

（
30
）　
『
佛
語
心
論
』、
舊
版
日
藏
、
方
等
部
章
疏
三
・
三
三
八
頁
下
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
禪
、
天
台
、
溪
嵐
拾
葉
集
、
別
敎
、
⺇
根
論




